【様式8】

大　東　市　上　下　水　道　局　競　争　入　札　心　得
（趣旨）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１条　大東市上下水道局が行う契約に係る総合評価落札方式による制限付き一般競争入札を行う場合における取扱いについては、地方自治法、同法施行令その他の関係法令、大東市水道事業会計および下水道事業財務規程、契約書（案）の各条項、入札実施要領によるもののほか、この心得を遵守しなければならない。
２　入札参加者は、入札執行担当職員の指示に従い、円滑な入札の執行に協力し、正常な入札を妨げたり、他
の入札参加者の迷惑になるようなことを避け、公共事業を推進するにふさわしい態度を常に保持しなければならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（入札保証金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第２条　入札参加者は、入札に際し入札保証金として入札金額の１００分の１０以上に相当する金銭を納付し、
　またはこれに代わる大東市上下水道局が認めた担保を納付しなければならない。ただし、入札保証金の全部
　または一部の納付を免除された場合は、この限りでない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（入札等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第３条　入札については次のとおりとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  (1) 入札参加者は、入札書に必要な事項を記載し入札すること。なお、入札金額は、税抜きとすること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  (2) 提出した入札書については書換え、引換えまたは撤回をすることはできない。　　　　　　　　　
（入札の辞退）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第４条　入札参加者は、入札の執行完了に至るまでは、いつでも入札を辞退することができる。　　　　　　　
２　入札参加者は、入札を辞退するときは、その旨を次の各号に掲げるところにより申し出るものとする。
  (1) 入札執行前にあっては、入札辞退届を上下水道局総務課に開札前日（ただし、開庁日とする）までに
直接持参する。　
　(2) 入札を辞退した者は、これを理由として以後の入札等について不利益な取扱いを受けるものではない。
（公正な入札の確保）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第５条　入札参加者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４号）等に抵
触する行為を行ってはならない。
（入札会場での規律等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第６条　入札会場に入場できる者は、入札参加者又はその代理人のいずれか１名とする。その他の者は、傍聴
することはできるが、入札に関与することは一切できない。

２　入札参加者又はその代理人は、入札会場において携帯電話等の通信機器を使用することを禁止する。入札
会場においては通信機器の電源を切るかマナーモードに切り替えること。また、入札会場内での私語は厳に
慎むこと。

３　入札参加者又はその代理人が入札会場での規律を守らないなど、入札の公正な執行を妨げる行為をする恐れがあるとき、又は、行為をしたときは、入札執行者は、当該入札参加者又はその代理人の入場を拒み又は退場を命じ、入札辞退として扱う。

４　入札執行者が出席確認した後の途中退場は、認めない。病気などの真にやむを得ない事情があるときは、
入札執行者に申し出ること。ただし、途中退場した場合の再入場は認めず、退場以後は入札辞退として扱う。

（入札の取りやめ等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第７条　入札前において、天災地変その他やむを得ない事由が生じたときは入札を延期し、又は取りやめるこ
とがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　入札参加者が談合し、又は不穏の行動をなす等の場合において、入札を公正に執行することができないと
認められるときは、当該入札参加者を入札に参加させず、又は入札の執行を延期し、若しくは取りやめるこ
とがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　庁内各課、官公署、報道その他関係機関から当該入札について、談合その他不正行為の存在を有力な証拠
をもって通報されたときは前項を準用することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（開札）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第８条　開札は、入札参加者立ち会いの上、当該開札場所においての面前において行いその結果を口頭で知らせる。
２　開札参加者については次のとおりとする。

　(1) 開札参加者は別途通知された日時及び場所を遵守しなければならない。
 （2）開札参加者が代理人であるときは、要件を具備した委任状を入札前に提出しなければならない。また、

  　当該委任状は必要な事項を記載し、「代理人　氏名」の記名および代理人使用印を押印すること。　

　　（宛名　　：　　大東市上下水道事業管理者職務代理者　上下水道局　岡田 学　　）
 （3）開札参加者は、当該開札に対する他の開札参加者の代理をすることはできない。　　　　　　　　　　　　
（入札の無効）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第９条　次の各号に掲げる入札は無効とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  (1) 記名・押印を欠く入札　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  (2) 金額を訂正した入札または金額の不鮮明な入札　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  (3) 誤字、脱字等により意思表示が不明瞭である入札　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  (4) 代理人の場合において、委任状の提出されていない事項にかかる入札　　　　　　　　　　　　　
  (5) 同一事項に対して、２通以上の入札書を提出した入札　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  (6) 明らかに談合によると認められる入札　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  (7) 関係法令等および入札実施要領等において示した条件並びにその他の事項に違反した入札　
  (8) 価格内訳書と入札の金額が異なる入札
（落札候補者の決定）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１０条　予定価格の制限の範囲内の価格で、業務評価点と価格評価点の合計が最高の点数をもって入札
　をした者を落札者候補者とする。ただし、その価格が著しく低い価格であり、当該契約の内容に適合し
　た履行がなされないおそれがあると認められるとき、または社会通念上、公正な取引の秩序を乱すおそ
　れがあると認められるときは、当該落札を保留あるいは予定価格の制限の範囲内で次に最高の点数をも
　って入札した者を落札者候補者とすることができる。
２　前項にかかわらず、低入札価格調査制度により調査基準価格を設定している場合に、当該基準価格を
下回る入札があったときは、落札者候補者の決定を保留し、調査および審査を行ない、落札者候補者を
決定する。
３　前項の調査および審査は、大東市上下水道局低入札価格調査委員会で行ない、当該入札価格の入札を
した者（最高点数入札者）において、当該契約の内容に適合した履行が可能かどうか判断するため最高
得点入札者から事情聴取を行なうとともに、期日を指定して必要な書類の提出を求める。
４　第３項の調査において、当該契約の内容に適合した履行がされないおそれがあるため最高得点入札を
　落札者としない場合は、次に高い点数の入札者について、順次、第３項の調査を行ない落札者を決定す
る。
    なお、次順位点数者の価格が調査基準価格以上の価格であるときは当該次順位点数者の入札者を落札
者候補者とする。
（入札の失格）　
第１１条　予定価格を事前に公表しているので、当該価格を超える入札をした者は失格とする。

２　最低制限価格を設定する入札においては、最低制限価格を下回る価格で入札を行った者は失格とする。

３　開札日前日までに辞退届けの提出もなく、開札執行日時までに開札に参加しない者は失格とする。
（再度入札）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１２条　開札をした場合において、各人の入札のうち予定価格の制限に達した価格の入札がないときは
本入札を終了する。再度の入札は行わない。　　　　　　　
（同点数の入札者が２人以上ある場合の落札者候補者の決定）　　　　
第１３条  落札となるべき点数の入札をした者が２人以上あるときは、直ちに当該入札をした者にくじを
引かせて落札者を決める。この場合、くじを引くことを辞退することはできない。ただし、実施要領等
で別途方法を定めている場合はこの限りではない。
（契約書の提出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１４条  落札者は、契約担当職員から交付された契約書に記名押印し、落札決定の通知を受けた日の翌
日から起算して３営業日以内に契約を締結しなければならない。ただし、管理者が契約締結の時期を別
に指定した場合は、この限りでない。　　　　　　　　　　　　
２　落札者が前項に規定する期間内に契約書を提出しないときは、落札者は、その資格を失う。　　　　　　
（契約保証金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１５条　落札者は、契約に際し、契約保証金として請負代金額（業務委託にあっては、委託金額）の１０
０分の１０以上に相当する金額を納付し、またはこれに代わる担保を提供しなければならない。　　　　　　　
２　前項の契約保証金について、大東市水道事業会計および下水道会計財務規程第１４６条第２項第１号
（契約の相手方が保険会社との間に本市を被保険者とする履行保証契約を締結したとき。）、同第２号（
契約の相手方から委託を受けた保険会社と工事履行保証契約を締結したとき。）、若しくは、同第１４
７条（同規程第１２１条第１号および第２号の規定による国債、地方債、公社債、管理者が確実と認め
る金融機関が発する債券証書）のいずれかの場合は必要書類（債券、保険証券等）を提出しなければな
らない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（異議の申立て）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１６条　入札をした者は、入札後、この競争入札心得、契約書、実施要領、仕様書ならびに現場
等について、不明または錯誤等を理由に異議を申し立てることができない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

